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信念のあるミッション  Mission with Faith   

愛をもって奉仕をしよう  Through Love, Serve 
あなたならできる！ きっとできる   “You can do it! Yes, you can!” 

－生きる しなやかに さわやかに－  －Live flexibly and refreshingly－ 

いつも喜んでいなさい    

メンと共に メネットはワイズの応援団 

聖  

句 

『 あの時から私の地域奉仕・環境活動が始まった。 』  

会長主題 

２日(水) 通常例会 
京都市立病院外科副部

長 小濱和貴先生をお迎

えして「ロボット支援手

術」についてお聞きしま

す。 

 

２３日(水) Xmas例会  
恒例のクリスマス例会 

子供向けの大道芸あり、

みんなが盛り上がるトス

ファンドあり。 

１２月 例会案内 

例会出席 

11月第一例会   １２名 

11月第二例会   １４名 

在籍者数     １６名 

メーキャップ    ０名 

出席率     ９３.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手         pt 

現 金           円 

累 計        0円 

じゃがいも   202,248円 

                      

 

累 計       316,298円 

11月第一例会       0円 

11月第二例会   10,000円 

累 計      26,000円 

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 思い出せば2011年3月11日の事私の会社の6階で関西圏の代理店

ミーティングを終え挨拶をしているときだった。前日にソルト

レークより出張帰りの私は朝から時差ボケで体がふわふわと宙

に浮いた状態だった。急にみんながざわめきだした。「地震で

すよ。」気が付くと時差ボケによるふらつきではなく確かにビルが揺れている。外

の景色を見ると大きくゆっくり揺れている。その時初めて地震であることを認識し

た。テレビのスイッチを入れると東北で地震が起こったことを伝えている。その時

点では京都にいる私たちには大変なことが起きたことは解るが津波のことは全く想

像もしていなかった。その夜ニュースによりとんでもないことが起こったことを

知った。翌日から仕事が手につかない。何かしなくてはならない。考える中「ス

トーブを作ろう」「現地に送ろう」。ただ1台40万円もするストーブを送ることは現

実的、実用性を考えて不可能。すぐさま被災地で使える実用的かつローコストの物

にと設計を始めた。2か月後ほぼ設計が完成念の為特許出願後6月に60台のストーブ

を完成させトラックに積み込み現地に向かった。現地の記録を残そうとカメラを持

つが震えてシャッターが切れない・・・あれから4年半という時が過ぎたが現地では

未だ深い傷跡が残っている。 
The earliest of mankind on earth had music with energy. 
この地上に生まれた最初の人類は地球の大自然と向かい

合い地球の鼓動を感じながら生きてきた。私たちは常に大

自然のなかに生かされている。地球を取り巻く様々な環境

と向き合い共存し生きている。同時に、人と人との関わり

合いのなかで生きていることを忘れてはならない。

HANDINHANDとは、がっしりと手と手をつなぎ合わせ大きな繋がりを作っていくこ

と。ワイズ活動を通し、人と自然環境との関係に目を向

けそして人と人との友情の輪を大切にしたい。私たちの

この絆は永遠に続づく。今期西日本区地域奉仕・環境主

任として務めさせていただき皆様のサポートをさせてい

ただくことに誇りを感じる。        

[Will The Circle Be Unbroken]私たちの絆は永遠です。 

     地域奉仕・環境事業主任  川上孝司  

今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。

あなたがたは、布に包まって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあな

たがたへのしるしである。                         ルカによる福音書２ 11～12 

EMC-MemberShip 



２０１5/11/1 

三村 良行 

今期の京都部部会は、高田京都部部長のホームクラブである

京都クラブのホストで京都ホテルオークラで開催されました。

当日はワイズデーとして京都YMCAの国際協力募金に多くの

ワイズメンが協力された後の開会となりました。我がプリンスク

ラブは来期廣井ワイズを京都部部長として輩出する為、部会

のホストの大役も担いますクラブ内では京都部部会実行委員

会が起ちあげられ椹木実行委員長、宇高副委員長を中心に

準備に活動中です。 

受け付け開始前に今回部会出席メンバー全員が集合し出来上がったばかりの

第一報を手渡しにて配布アピールを行いました。第一報は入会間もない今西ワ

イズのお友達である澤田さんにアドバイスを頂きの出来栄えは素晴らしい物でし

た。もう来期のアピールかとの声もありましたが、他の部のワイズメンからはさすが

京都部のクラブですねとおほめの言葉と来期も寄せてもらうとの返事を頂き感謝

します。 

バナーセレモニーでは少し緊張気味の蒔田会長でしたが会長スピーチはよ

かったですよ、プリンスクラブの参加メンバーも会長を盛り上げようと声をあげて頂

き蒔田会長にとって思い出に残るシーンになった事と思います。部会の内容はホ

ストクラブがめざされたシンプルでフォーマルな部会でしたが私はもう少しインパ

クトがありメリハリの利いた会であればいいのにと思いました。来期は我々の番で

すよ、メンバー全員で頑張りましょうね、最後に、来期の部会アピールタイムで蒔

田会長、椹木実行委員長、宇高副委員長三人の寸劇は今までのプリンスクラブ

にはなかった発想で来期の京都部会のホストが楽しみです。 

11月第一例会       京都部部会                     

フェイスブックアドレス    http://www.facebook.com/princeysmens 

リトセン・オータムフェスタ 

 今年はマイマイキャンプと日程が重なった為スタッフが少な

く、プリンスクラブとして寂しい参加状態でしたが、廣井、飯

尾、斎藤ワイズは午前８時からリトセンの厨房でぜんざいの準

備。何時でも楽しむ精神でワイワイガヤガヤと２時間あまり丁

寧に小豆を煮込みました。 

 １０時頃から出店準備 所定の場所に、テーブル、コンロ、

ホットプレートのセッティングに３名のスタッフで広場と厨房と

の坂道の往復に大忙しでした。１１時開会式に続き各屋台開

店、ステージのプログラムはフラダンスから始まりパントマイム、バルーンアート、

カントリーミュージックとタイムテーブル通り進行していますが、京滋バイパス宇治

トンネルでの事故の為、小野ワイズのファミリーも含め多くの参加者が２時間程度

到着が遅れ、各屋台は食材の残量にヤキモキ。蒔田会長も渋滞にも拘わらず、

仕事の時間を調整して参加。ぜんざいの出来は、飯尾ワイズの絶妙の塩加減で

大好評でした。特に日本語学校の学生には喜んで貰い、お代りする学生も数名

あり、スタッフ全員で、ぜんざい ばんざいでした。今年はお餅を多めに用意した

ので、お餅だけの要望にもお応え出来ました。 

 プログラムの最後は、恒例の綱引きで盛り上がり、曇りがちのお天気でしたが暖

かい秋の１日を楽しみました。最終的には、メン５名メネット２名コメット４名の参加

でした。 

２０１5/11/22 
Ｙサ委員長 斎藤 謙治 

 １１月の例会は久方振りの山手センー３クラブ合同例会をお紺まい

ました。親クラブ（東京山手）、妹クラブ（東京たんぽぽ）との例会で５

０人近くの出席がありました。今回は親睦を目的として、ミニジャズコンサートと懇親の夕べとなりました。例会後

はいつものサンライズ「本音で語ろう会」で１１時過ぎまで盛り上がりました。 



２０１5/11/18 

今西 英隆 11月第二例会              

 今回、アイリッシュハープ奏者の永山友美子さんによる心暖ま

る演奏を生で聞くことが出来ました。もとは、岡西さんが、ワイズ

の活動において、永山さんと出会われ、プリンスの例会でも機

会を頂いた流れでした。 

 演奏は本当に素晴らしいものだったのですが、私が特に心を

打たれたのは、永山さんの演奏の間の語り(お話し)でした。それ

は、'家族における親子の関係性の希薄化'が引き起こす犯罪

が、最近多発していることや、現代社会の問題点についてもっと

社会全体で考えなければならないと痛切に感じました。私としては、まずは身近なと

ころから、わが家でも、夫婦・親子間で多くコミュニケーションをとり、強い家族を、作

ろうと改めて決意しました。 

 また、私がゲストとして例会に初めてお招きした澤田氏も永山さんの演奏とお話し

に感動され、ワイズの活動にとてもご興味をもって頂けました。 

 これら全てが、人と人との出会いが引き起こす奇跡であり改めて'一期一会'という

言葉の素晴らしさを感じた例会でした。 

 ２０１３年３月に入会させて頂きました。スポンサーは森ワイズで「君の年になったら社会への

還元をすべき」との言葉で入会を決意しました。それまでは自然大災害の寄付金をしたぐら

いでボラティアの経験はありません。メンバー候補で例会出席でこの会の雰囲気なら自分も

やって行けそうな気持ちを持てました。 

 職業は主に神社神祭具の製造卸とその修理で、大は神輿から小は胡床まで取り扱いして

おります。今年は上賀茂神社の鉾修理、過去には大阪天満宮の鳳賛修理もさせて頂きまし

た。家族は妻と息子３人と母の６人です。趣味は硬式テニスで年数だけは２６年になります

が、全くの日曜草テニスを地で行っております。 

 高校生からユースホステル利用の旅行そして２０代でユースホステルクラブ活動もしておりましたので、野外活動

は新たな気持ちで楽しく取り組める喜びがあります。プリンスクラブでも今期からキャンプの原点に戻る事業を始め

ましたが、是非来期以降も継続してゆく価値があると思います。 

プリンスクラブ・メンバー紹介                      田中 邦昭 （たなかくにあき） 

2015/11/1 
辻中 康弘 ＹＭＣＡ学園祭 

今年のYMCA祭（学園祭）は、介護福祉学科の学生や日本語科

の留学生、ワイズメンズクラブの方たちや来場者の方たちが一体

となって、とても盛り上がったものとなりました。また専門学校の学

生や職員がこの日のためにがっばって準備してこられた成果が

出ていたと思いました。京都文化博物館のレオナルド・ダ・ヴィン

チと「アンギアーリの戦い」展を見に行ってこられたお客さんも帰り

にたくさん立ち寄っていただいたのもうれしかったです。 

介護福祉学科1年・2年の模擬店や障がい者支援施設の製作品

などの即売会、プリンスワイズのホットドッグ、めいぷるワイズの焼きそば、ウエストワ

イズのぜんざい、京都ワイズの野菜販売マルシェがあり、バラエティにとんだお店が

並び、1階ロビーのステージではギタリストゆあさまさやさんのミニコンサートや日本

語科留学生のど自慢大会、介護福祉学科学生のパフォーマンスなど楽しいもので

した。今年は餅つき体験コーナーも企画され、留学生が初体験してとてもうれしそう

でした。日本の餅つきは、外国の方にとって興味深いものだそうです。通りすがりの

フランス人の方たちも初めて餅つき体験をし、つきたてのお餅を堪能していました。

我がプリンスワイズのホットドッグは、おいしいと大好評で100食があっという間に売

れ、12時までに完売となってしまいました。「今年はもっといけたな！」と某ワイズが

ポツリとおっしゃっていました。 



2015/11/21~23 
宇高 史昭 マイマイ秋キャンプ 

 １１月２１日（土）～２３日（月・祝）の連休に、聴覚障がい児

プログラム研究会マイ・マイが主催し、京都ＹＭＣＡの共催

で「マイ・マイ秋キャンプ in かつらがわ」が大津市立葛川少

年自然の家において開催されました。今回も京都プリンス

ワイズメンズクラブから、田中ワイズ、三村ワイズ、森ワイズ、

岡西ワイズが参加してこのキャンプの支援をしました。 

 このキャンプには、高校１年から小学４年生まで１１名の聞

こえに障がいを負った子供たちが参加してくれました。 

 初日はみんな仲良くなるように、施設周辺でクラフト（工作）に使う木の実、

葉っぱ、小枝を拾いながらみんなでハイキング、夜はハンカチ落としなどの

ゲームをして遊びました。２日目は、みんなで協力しあって交流が図れるよう

に、夜の創作寸劇（スタンツ）を目指した劇のキーワードを集めるポイントハイ

ク、お昼は全員が協力してきのこご飯づくりに挑戦しました。夜のスタンツ大会

は、スタッフチームも加わって、名演が繰り広げられました。スタッフチームが

演じた（岡西ワイズが演じた）バス運転手の恋物語が子供たちからアンコール

を受けるほど盛り上がりました。最終日は、葉っぱのしおり等自然の恵みを

使ったオンリーワンの作品づくりをして、子供たちは楽しい思い出をお土産に

それぞれの家庭に帰っていきました。 

 マイ・マイキャンプは、昨年からこのキャンプに小学生の頃から何

回も参加している高校生がグループのリーダーをしています。いっ

しょに遊んでくれて、キャンプを知っている高校生が身近にいるこ

とで子供たちも安心できるようです。聞こえにハンディを負っている

子供たちですが、寂しがっている子、何か困っている子がいたら、

誰に言われることなく自然に寄り添い、助け合う心優しい子供たち

ばかりです。マイ・マイキャンプは、学校生活とは違った世界が広

がるのか、解散の時に子供たちから、次はいつ？冬のキャンプを

お願い！とリクエストを受けてしまいました。またやるか！ 

 私がプリンスクラブに入会したのが1986年12月07日チャーターナイトの日、プリンスクラ

ブがパレスクラブからチャーターしたのが、1986年11月11日、パレスクラブより11名の素晴

らしいいキ－メンバーがそれぞれの思いを持ってパレスからの独立でした。28名の会員で

チャーターナイトを迎えパレスクラブの良いところは、大いに取り入れ、しかしながらプリン

スクラブの良さを如何に引き出して今後のクラブの発展に役立てようか！では、具体的に

如何すればいいのか等、毎日毎日、キーメンバー11名は、夜遅くまで議論されたようでし

た。その結果、プリンスとしては、メネット会の充実が最大の懸案事項となった。と聞き及ん

でいます。当初、メンバーも非常に若かったこともあり、例会にメネット同伴は、なかなか大

変でした。各メンバーのコメットが手の掛かる状態でしたそんな環境の中でメネットの例会

出席は、至難の業でした。それを何とか克服するには、ベビーシッターをクラブで雇ってでもメネットの例会出席

は、必修事項であると考えていました。今、プリンスクラブのモットーとなっている未来の子供たちの為にプリンス

クラブがどう関わっていくのか？何ができるのか？30周年を迎えるにあたり自分自身もう一度設立当時の思いに

立ち返りたい思いです。 

 飯尾会長期に廣井ワイズに何としても次期京都部部長に立候補して下さいとお願いして私自身役員会で推

薦させていただきました。なぜか？プリンスクラブ初代会長廣井ワイズが私の実質のスポンサーでもあります。

キーメンバー11名中の一人です。廣井ワイズなら必ず設立当時の思いを生かし未来の子供たちの為にどう関わ

り、何をワイズメンとしてするべきかを京都部において問いかけ実践していかれるでしょう！大いに期待して止ま

ないです。 

プリンスクラブ 設立３０周年に向けて                             西村 博 



 

              貴方は何を求めて今のクラブにいるのでしようか 
 

 毎月２回の例会、メーキャップの対象にならない役員会、配属されている委員

会を入れると役員は月に4回の会合に出て、役員でないメンバーは3回の会合に

出席し、それ以外にもＹＭＣＡからの呼びかけによるイベント等を加えると出席回

数はもっと多くなります。これは会員数41名のキャピタルクラブの現状です。それ

でも殆どのメンバーは楽しげに会合に集い、場合によっては二次会等もあります。

会うたびに話が弾み、次に会うことを楽しみにして別れています。人が多く約

90％と出席率も高いということは人格の切磋琢磨が進み、優秀なリーダーが育

つ土壌となります。親睦が醸成されているのです。その中で様々な学びと人格の

交流があり、それぞれのメンバーの人生に大きな影響を与えています。多分、本

人は分かりませんが、年月を経るに従って実感がわいてきます。今でいう「今日行く所」があり「受け入れて

もらえる居場所」があることの、大切さが解ってきます。 

そのために、クラブは様々な出会いの場所と役割をメンバーに提供することで、世のため人のために

「働く人」を育てられるクラブでなければなりません。メンバーにとってはクラブが自分に対する有益な投

資の場所であるかということです。そのために必要なクラブとしての条件は、例会は時間厳守で最高の社

交場でなければなりません。会員一人ひとりは、社会的に恥ずかしくない仕事を誠実に行い、様々な場面

で自分の夢の実現に向けて働く人格者でなければなりません。 

クラブ設立時に必要な人数は15名以上でなければ国際から認証されません。また、ワイズメンズクラブ

の創始者であるポール・ウイリアム・アレキサンダーは1年間に100㌦以上のお金をＹＭＣAに納めた人17人で

トリムカクラブを設立し、今日に至っています。 

京都ＹＭＣＡの維持会費は2万円です。これは義務的経費です。このことを承認して初めてワイズメンにな

れるわけです。ワイズメンズクラブは京都ＹＭＣAを経済的にも支え、役員を送りだし、様々なイベントへは人

材も輩出しているのです。数は力となります。そのためには常に会員増強を目指さなければクラブは衰退

します。 

せめて京都部のクラブは最低でも30名は常に維持し、出席率90％以上は目指したいものです。それでな

ければ新クラブ設立は夢のまた夢となることでしょう。貴方のクラブは如何でしょうか？ 参考書としての

「ワイズ読本」の活用をお勧めします。クラブを強くしておかないと、将来に禍根を残し無残なクラブとして

の醜態を晒すでしょう。 

今年は、日本中のワイズメンから、ワイズの楽しみ方、ワイズの良さ、ワイズを続ける秘訣、ワイズ

の原点とは何ぞや等のお話を聞かせて頂こうと思い、ワイズ談議というコーナーを作りました。 

是非、お読み下さい。 

岡本 尚男 

 (京都キャピタルクラブ）  

 

  

 

 今月は６階の方にやって来ました。６階に未だ行った事の無い方もおられると思い

ますが、是非エレベーターで上がってみてください。そこからは大きなプールが見ら

れますよ。 

 今回は、僕達のクラブの連絡主事の辻中さんの部下として働いておられる衆樹

(モロキ)歩実さんを取材させて頂きました。衆樹さんの出身は東京で、学生の時に

ボランティアとして、岐阜でキャンプリーダーをされた経験があったそうです。就職で

京都の地に来られ、普通に社会人として働いておられたのですが、岐阜での体験

が忘れられず、京都ＹＭＣＡで一年間リーダーをされたのでした。そして、５年前に

京都ＹＭＣＡに転職。ＹＭＣＡでは野外担当の職員（ディレクター）として、リーダー達と関わって来られました。昨

年より6階の方の担当となり今日に至っているという、ちょっと変わった経歴の持ち主です。 

ＹＭＣＡの好きなところはどんなところですか？との問いかけに、ＹＭＣＡにはいろんな体験をされてきた方

や、いろんな想いを持ってＹＭＣＡに関わっておられる方がおられます。普通の会社等とは違い、魅力のある人

達が大勢居られます。（ワイズメン達も含めて）そんな方々と関われることが楽しいです。とのお答え。きっと人

と関わることが好きな人なんだなあ。と思いました。趣味は？との問いかけに、自然の中へ出かける事。ハイキ

ングや山の中への散策。だそうで、一人でも出かけて行くそうです。 

将来の夢は、自然や子供たちと関わりを持てることを夢としたい。・・・ 

まだ、結婚三年目の夢多き女性でした。頑張れ！ 

ごめんやっしゃ、ＹＭＣＡさん 



１．ワークショップ みんなで考えよう 日本における

難民受け入れ  
多くのシリア人が国境を越えてヨーロッパに流入し、難民

問題に注目が集まっています。今後、私たち日本人は難

民問題についてどうのように向き合っていけばいいので

しょうか。 

日本の難民受け入れについて一緒に考えてみませんか？ 

日 時 １２月１２日(土)           

場 所 ２０１号室 

対  象 高校生以上／ 定 員 ２０名 

参加費 無料 

 

２．クリスマス礼拝・キャロリング    
京都ＹＭＣＡでは、今年もクリスマスのプログラムを行い 

ます。一般の方もご参加できます。ご家族、お友達で是非 

ご参加ください。 

日 時 １２月１８日(金)           

礼拝 午後７時～７時３０分 

キャロリング  午後８時～９時 

場 所 三条本館および三条寺町界隈・新京極周辺 

でキャロリング 

礼拝・奨励  浅野 献一 牧師（日本キリスト教団室町 

教会） 

３．ロビーコンサート  

日 時 １２月１４日(月)～１８日（金）  

      午後６時３０分～7時３０分 

      ※ １２月１７日（木）は午後７時～８時です。 

場 所 京都ＹＭＣＡ 三条本館１階 

内 容 １４日（月） クラシックギター演奏 

   １５日（火） ピアノとオーボエ、ファゴットによるトリ

オコンサート 

   １６日（水） パイプオルガンとソプラノ 

   １７日（木） ゴスペルミュージック 

   １８日（金） ハンドベル演奏 

 

４．スキーキャンプ・ウインタープログラム参加者募集中！ 

会員外の方は各キャンプ費用のほかにシーズン会費１，５

００円(ファミリーは３，０００円)が必要です。 

 

 

全てのプログラムお申込・お問合せは 三条本館 電話０
７５－２３１－４３８８ まで 
 

 

 

報告事項 

●じゃがいもファンド益金 ¥202,248 

●次々期会長選考委員会より次々期会長

に宇高史昭ワイズを推薦 

●上半期事業報告書提出期限12月20日 

 

承認された事項 

●Xmas例会登録費 メン：¥3,000 メネット・

コメット(大)：¥8,000 コメット(小)：￥3,500 

ゲスト：￥10,000 

●新年例会登録費 メン：¥2,000 メネット：

¥7,000 ゲスト：¥8,000 

12月  １2月 スケジュール 

 １５日  斎藤  謙治ワイズ 

11月度 役員会報告 

＜編集後記＞ 

もう早いもので、半年が過ぎよ

うとしています。 

今月は発刊が遅れたことをお詫

びいたします。 

原稿もほとんどが期日までに来

るようになりました。 

本当に嬉しい限りです。 

あと半期、頑張って行きます。

 ２日(水) 通常例会   

   19:00  グランドプリンスホテル 

１４日～１８日(金)  

      京都ＹＭＣＡ  

      Xmasロビーコンサート 

 １８日(金) 礼拝・キャロリング 

  19：00 京都ＹＭＣＡ                

２３日(水) クリスマス例会 

   19:00 グランドプリンスホテル 

２９日(火) 役員会／忘年会 

   19:00  京都ＹＭＣＡ／心心 

舞鶴ＹＭＣＡ祭 
11月15日（日）舞鶴ＹＭＣＡの初めての学園祭が行われる事となった。 

それは何とか応援しなくては。と言う事で、京都から駆け付けたという次第。ウェストクラブが大型バスを

チャーターして行きます。現地で街頭募金を行います。もし良ければ、席も空いておりますので、ご一緒下さ

い。の声に乗り、私とメネット、パレスの小桜Ｙサ主査、メープルの青木さんが同乗させて頂きました。立派な

大型バスでしたが、ＹＭＣＡに到着寸前に故障し、動かなくなり、一瞬びっくりしましたが、大したことにはな

らず無事帰還できました。 

現地では、京都からワイズの有志のメンバーが、肉まん、カレー、ポップコーンの屋台を出店し、賑やかしし

て頂きました。赤レンガ倉庫前で街頭募金を約1時間ほど行われました。（成果のほどは？）メインの出し物

は、落語。元洛中クラブの森野ふくろう氏。久しぶりの再会に話に花が咲きました。 

 小雨が降る中、数十名の方々が来られたようでした。現地の生徒たちも、それなりに頑張っておられたように

感じました。建物は十分立派です。それに見合うような活気あふれた学園になることを祈念したいものです。 

これから、ＹＭＣＡが舞鶴の地にしっかりと根を張って活動していける様、早く舞鶴の地にワイズメンズクラブ

も作る事を頑張りたいものです。                                    岡西 博司 


